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本論文の内容は以下のようになっている．第 1 章では研究背景，目的を述べる．第 2 章では本
センサの構造，計測原理，演算回路について説明する．第 3 章ではセンサパラメータの設計手法
について説明する．第 4 章では同期検波回路の構成と試作した回路によるセンサ特性について述
べる．第 5 章ではセンサ試作機を用いて距離計測実験，位置計測実験，対象物の表面性状に対す
るセンサ出力特性実験，LED の順電流に対するセンサ出力特性実験を行い，センサの基礎特性を
示す．第 6 章では提案するセンサをマニピュレータに装着し．近接覚情報を用いたセンサフィー
ドバック制御の構築を行い，動作例として対象物検知実験と対象物追従・障害物回避実験につい
て述べる．第 8章では本研究の総括を述べる． 
 
